
【運営】

定 義

算 式

R3年度 75.40 ％ (年間)

R2年度 77.40 ％ (年間)

R1年度 83.80 ％ (年間)

H30年度 86.80 ％ (年間)

 ⼀般病床の運⽤に関する効率性を表す指標です。ただし、急性期医療を担うために、救命救急
センター機能として、常に緊急⼊院患者を受け⼊れるための病床として、空床を確保する必要も
あるため注意が必要です。

67-1
病床稼働率（⼀般病床）

令和３年度１年間の、⼀般病床における病床稼働率です。

 （「⼊院患者延数」÷「延稼働病床数」）×１００

当院の値（調査期間）

項⽬の解説


